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日本の将米と国立大学の役割
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未来に向かって大きく変化しようとしている１１本の社会において､|玉1立大学の役割が問い直さ

れている。これまで|封立大学は何をしてきたのか｡これからどのような役ＩI;１１を来たすべきなのか。
そのために何が必要なのか｡それを袴えるための材料をまとめた。

はじめに：新しい知識社会ど大学

グローバル化の'－１'で､新しい知識社会を構築することが|ﾆﾚ|x社会の大きな課１週となっていることはいうまでもない｡そのた

めに､政)１１:､企業そして大学･研究機関が、それぞれの変革を進めるとともに、７Ｋいに新たな協力関係を作っていくことが必

要である。その中でも知識を創造し、また伝達する場としてのﾉ<学が、jFL要な役割を来たすことが期待されている。（卜図）

Ｉ]木の高等教育の特徴は､国立、公立､私Ｗ)大学が1Ｍ冒し、それぞれ間ｆｉの役！;'１を果たしてきたことにある。その中で|進｜

､Ｉｆ大学は､尚度の研究･教育を知的な公共財として創造し､,伝達することをミッションとしてきた｡それが具体的にどのよう

な形でこれまで実現され､またさらに変革されることが求められているのか｡それを正確に把握することこそが､時代の人き

な転換点にあって､新しい国立大学を作り}|:}すために不可欠の作業だといえよう。
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国立大学の役割

１．１１１１知識・技術の創造拠点として
b印エユバ

211111中核人材の養成拠点として 蕊ロ
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ZNごﾛａｌｌ教育機会を保証するものとして
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こうした,視点から以下ではｌｉＸＩ立大学の現在の役ﾂ;11を、１）知i識・技術の創造拠点として、２）l↑i核人材の養成拠点として、

そして３）教育機会の均等をCi1:証するものとして､の二つの拠点から轆理し､そこから|玉1玄人学がこれから果たすべき役;!;Ｉと

その条件を舞える。



１知識。繼獺の創造拠点として

lxl立大学はロ本の知識･技術の創造にこれまで人きな役割を来たしてきた｡その役割は現ｲEでも変わってい

ないだけではなく、むしろ大きくなっている。

⑪日本の国立大学は、世界のトップレベルの大学に伍している

自然科学系の世界の主要学術雑誌での発表論文のデータベースから、1999年の論文生産上位15位までの大学全

部と、他のj三要大学について、大学別の論文生産数のシェアを算出し、その動向をみた(下図）。これをみると日本の
1旦璽入学はアメリカをはじめとする世界の大学に決してリ|けをとらないし、そのシェアも拡大している。
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図表１－１世界の自然科学発表論文数にしめる各国主要大学のシェア
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Ｂ本の将来と国立大学の役割

日本の大学の国際的影響力は上がりつつある●

日本の大学の１０|:死論文数については､|吹米と比べてぃ被引)'11111数が少なく、いわば水MiLされている、という批

判がなされてきた。しかし日本のｉ２要人学について、被引Il111il数を卿|-してみると、被り|川'１１１数は鋳実に上昇してき

ている。日本のＩ'１鰹の論文はアメリカの-iそ要大学とあまり変わらず、'''１趣は、－件あたりの引)1Ⅱ[１１数がきわめて多いｽｰﾊﾟｰ

ｽﾀｰ級の論文で遅れをとっている点にある。そうした研究は、学界全体が長期的に育てていくものである。そうした芽は

いまあちこちに現れており、それをさらに行てることこそが急務である。

上位１－３０位

私立
７％

公立

３％
日本の上位１１位まではすべて国立大学●

日本の１１１１ﾉﾘでみると､学術研究の''１で､lKI立大学の果たしてき

た役割はきわめて大きい。前と同様に、１１本の大学Iil然科学分

野での[[訓際的な学術雑誌での発表論文数を大学別に集計した。

その結果、」二から１１位まではすべてｌｌｉＩＷくりらとなる。

国立
９０％論文生潅数でみると､上感泣１０大学までではIKlW（学のシェアは

１００％である。’二位30大学でみても90％となり、さらに.上位５０

大学についても８３％が国立大学で行われた堆絞だった。(右|叉，
上位１－５０位

私立

公立１２％
5％

しかも国立入学のi:１１でがんばっているのは、人都市にある、い

わゆる１１１七fi7大ばかりではない。i論文/'2)瀧数'二位50位の中には

圧|立大学が32人』\:はいる。それぞれの分り!γでiii科大学が人き

な役(I;'|を来たしているのと同時に､いわゆる地力ｉｌｉ１立大学も'庇典

な役割を果たしていることを示している。これらの大学は地力に

あって、先端的な学術研究のｾﾝﾀｰとしての役1';'|を拠っている。

国立

８３％

図l表１－２国公私別発表論文シェア

企業とのリンクも太くなっている●

6００
上に述べたlR1際水準での某礎研ヅピ

の拡大とl1flllfに、ルbﾘﾛ的な技術につ

いての研究も行われている。 〆
一一材料開発(セラミックス

等)関係

一一機器開発(電子顕微鏡
等)関係

ヨー土木｡建築関係

5【010

/〆とくにセラミックスなどの材料関,係､エ

レクトロニックスUM係の糀密機械､上水

建築などの分Ulfでは｢';肱大学と氏'１１１企

業との述擁が拡大している。
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「民間との共llil研究｣制度を利)Ⅱした

開発プロジェクトは、昭和６１年に始

まって以来、急速に増加し、平成'３

年度では約2600件に達する予定であ

る(右似I)。これはとくに地方でのハイテ

ク産業に大きなインパクトを与えようとし

ている。

2００

一崔エレクトロニクス(電子

エ学等)関係

一他

IOD
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平成１３５７９１１１３

図表１－８民間等との共同研究一課題別の研究課題数

資料出所：図表１－１，２は米国の科学橘報研究所（lnstiLuto｢orScicnti[iClnformation-lSl）が作成した学術論文データベースのうち、自然科学（医学、工学、磯

学など応用分野を含む）の学illii腕文のタイトル、著者とその所属機関などをすべて収録した「拡大自然科学データベース」（収録学術雑誌数は約５７００秘）から作成。図表１－３は文
部科学省しらべ、
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２中核人材の養成拠点として

|'ﾐI1r大学の第一の'1.核的な機能は、社会の''１核的な人材を養成することにある。

高度職業人の養成●

大学院博士課程

１１本の人学生の約8割は私立大学に在学していること

から、私虻入学に対してirl1z入学の狐｢'の存（'遮漉

は少ないというi議論がある。しかし'即Ｉ大学は、’』'１:'''１

｣MIi業人の錐成、そしてi繭度の研究者・技術櫛の獲成

に''１核的な役Ｉｉｌ;'|を果たしている。

，､ｊｆｗｌｌ段|Ⅲ!「（右図下段）では、人文・社会蝉の'１４:部

では'1(位火Ａ１をにく［学する学生の比率はたしかに’1';'｜

強にすぎない。しかし理学・工学・鵬学などの技術・

｢,然科学の分野では４割近くの学('二が|'ﾐ|立大'Y:にｲ'：

灯たし、ドヒ会へのｻｰﾋﾞｽ人材を養成する保健･教脊でも

|il様である。

さらに、，蔚度の研究開発を担う人材を養成する大学

院修'諜礎では、理・工・農の合計で、学ﾉﾋ数の７

W,|をli1亡ﾉ〔,ｻﾞ:が占めている…保健教育関係でもほぼ

'171様である｡研究台養成が目的となる博士同IILwILでは、

ｌＩｉＩ江大学の役,ﾉﾄﾞ'|はさらに大きく、理・［･艇の１W['二'i1l（

朧の学/kの85％強は'五|立大学に在鰯している。
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１１ﾉ|更のｌｌｉＩ１ｒ入学の人きな特徴は、大学院での教育

と､'Y:部段階での教青とが密接に連携しつつ行われて

いることにある。

'判１１卒業学生の大学院への進学率は、野'''１分ﾘﾂﾞに

よって大きく奥なるが、国立大学の場合の大学院進学

率はＬＷ１ｊ紋域によらず商い（下図)。とくに理学、皿

瞬、腱学といった分野では、国立大学での学部から

大学院修I課紐への進学率は5割樫度に達しており、

私立入学とこの点で大きく異なる。

こうして学部段階で商度の専門教育をおこない、そ

れが入学院レベルでの教育に結びつく、という形でⅡ

本の１１１１'ﾉﾐ入学は、とくに自然科学、技術系の分りlj:で

''１核的な人材を獲成する役割を果たしてきた。

０

保健･教育人文･社会･ほか理･エ･農

図表２－１学部・大学院の学生数国公私別平成１２年

こうした機能は、「１本の経済刀の基膿となってきた

にもかかわらず、ロ明視されて、マスコミ等でも取り上

げられることが少ない。しかしこうした重要な｣,L盤が〃｜

れることになれば、｜]本の将来に大きなilIM板をのこす

ことになるだろう。
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曰本の将来と国立大学の役割

の学術的なリーダーを作ってきた国立大学

こうした1Ⅱf｣;上から、特に学術研究分野において、１－|本の知の

発展の''１核1'1Oな人材を養成する『'１心となってきたのも国立大学で

ある。

１１本の火や教且全体の64パーセントはlIilな大学の出身背で

あるが、そのうち|(ｌｉＭ百衿を持つもののみを選んで集計すると、そ

の割合は、７３％になる。（ﾊﾐ図）

また1'：|内外の`γ:術関係の学会、協会などが贈る学術賞の受

賞行を、｜||身大Ａｊ４別に集計してみると（ﾑｰﾄﾞ'又1)、８割近くが'１ﾐ｜

立大学・大学院の出身者である。しかも受ftlLil数が多い人ほ

ど、その比率が,｢Ｊ１まる。

図表２－３大学教員の出身大学

博士号所持者（外側円）

修士・学士号所持害（内側円）

鍵i蕊蕊;Ｉ鐵‐ ！ 私立大学がそれぞれ､その特徴を生かし

た、個性のある教育研究を行い、それが

日本の学術ｲﾘ1:先を支える上で重要な役Ｉｌｉ'１

を果たしてきたことはいうまでもない｡しかし

現在の日本の知的資産を支えるうえで､国

立大学がそれにもましてきわめて重漢な役

割を果たしていることがあらためて認識され

る。
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図表２－４学術賞受賞者の最終出身大学

●国際社会への協力_大学院留学生の７～９割は国立大学に在籍

ｌＩｉＩ江大学はまた､国際的な''１核人材の錐成にきわめて大きな立献をしている。１－１本の大学院への留学生のうち、

国立大学は7割を引き受けている。しかしそのなかでも、二'二学をとってみれば国立大学は88％、農学では92％な

ど、ＩｌｉＩ１ｒ入学はとくに途｣三IRIの経済発展の基礎となる分野での人材養成の９割程度をﾘ|き受けている。
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図表２－５大学院留学生の受け入れ先一平成１２年

賃料出所：図表２－１．２－２，２－５は平成１２年度学校基本調査。図表２－３２－４は学術情報ｾﾝﾀｰ研究者データペースから集計。平成８年度現在｡
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３教育機会の均等を保証する篭のとして

I1il､>:人'￥はまた、家庭の経折ｉｉＩｆ｣１ｔ、あるいは鳩住地域にかかわらず、様々な頼域での教ﾃﾞｱ機会を

lill&供することによって、教育の機会均係を保証し、また優秀な能ﾉﾉが埋もれることのない社会をつくる

ためにi匝嘆な役割を果たしている。

低所得家庭出身の学生は国立大学に在学している●

親の所得別に､どのような学生が大学にｲlz学し

ているのかを、’1K1ﾅﾉ:大学、公立大学、私､〃〈'iK：

別に椎iﾁﾄした。」し体的には全|垂1のＩＭｆｉ(45-

54歳の家庭を、所１Ｍの低い順に5つの階級に;|つ

けて、そのそれぞれの家庭の出身衝がどのように

大学に在学しているかを算出した。

大学教育について親の所得の影響が全くな

い、完全な･磯会均悴の場合には、各階＃1111身の

学生は、全く'１｢lじ20％を占めるはずである。

しかし分析のjiilIi采をみると(右のグラフ)、’１MN/：

入学では雌もm7↑|}の|{､１１い階層の出身背が24％を

占めており、蛾も低い階厨の出身者は１５％に過

ぎない。これに対して国立大学では､岐も所１Ｍ:の

低い階級のｌｌＩ身祈が24％で叢も多く、雌も所得

の高い階ｌＦｉのⅡ}身者は１６％にとどまる。

大都ilTの－部'1ﾐ１１ｋ入学の親の年収の,I1iいことが

しばしば桁lilIiiされるが、全国的にみれば、’1(１，１［

大学が、低ﾉﾘi:↑(｝の家庭の進学;磯会の供紛にきわ

めて重要な役11;11を果たしていることがわかる。
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大学教ffの機会均鰈は､単に入学への進')ｉｔが

【汗されるだけでなく､本人の適性にもっとも通介す

る分野で勉強する機会が与えられることによって保

証される。社会の側からみれば、それを通じて、

優れた才能をｲ]､効に活)ijすることができる。

そうした視点からWZllI分野別に、’１１身家1廷の所

得別の学生数分布を集計した．耶学・１ｿﾞ強系の

学部のみをとって,i1-節すると、国立大学において

鋤低所得家庭の|Ⅱ身荷がしめる割合は、私立のそ

れの２傭近いことがわかる。

さらに医歯系の学部だけをとってみると､|'#|公私

ともに高所得家庭のⅡ|身者が多くなる傾|(１１があり、

とくに私立入学では、全学生の６割が、所↑(ト'二

位5分の1の家庭のⅡ}身者となっている｡しかし'1:｜

立大学ではそれが30％に過ぎない。他ﾉﾝで、低

所得家庭(所1M:が「から5分の1）の学化は|'(１１>：

大学では１８％に達している。

国立大学の作ｲ１２なしに、優れた人材をこうした

分野に振り向けることは難しいというのが塊状であ

る。
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図表３－１学生の出身家庭所得別分布
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曰本の将来と国立大学の役割

大学院修士課程
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地方国立理･工系 知識社会の進展にともなって拡大しつつ

ある大学院段階での教育機会の均等も大き

な問題である。大学院修士課程の学化を

前と同様な方法で出身家庭の所得によって

分類してしめした（左図)。

｜封立大学の大学|塊生には、私立大学

よりもUjらかに低耐等階層の出身者が多く、

この値|ｲﾘは理工系でも同様である。

またことに､大都市圏以外の国立大学の

理工系博'百課程の学生には､,低所得階層

出身者が多い。

国立理工系

国立

2７１評鷺２１１１１２１』1８
公立
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図表３－２大学院生の出身家庭所得別分布

進学機会の地域格差を埋めて

いるのは国立大学

●

450

⑰

’二1本の高等教育は広く普及してきたとは

いえ､地域別の格差はまだ著しい。大都市

閥以外の地域では､進学率は低く、また所

得による制約も小さくない。

全都道府県における国立入学への進学

率（18歳人I-lのうち国立大学に進学したも

のの割合）と私立大学への進学率を算出

し、それを平均県民所得の順にitべて図

にプロットして示した（左図)･

私立大学への進学率（青い点）は、平

均所得葛の高い県で高くなる傾向があり、右

上端の東京都は全国で最も平均所得が高

いが私立大学への進学率も40％を超える。

逆に所得が低い県では私立大学への進学

率は10％台に過ぎない。

他方で国立大学については、所得の低

い県で進学率が高い。逆に所得の商い県

ではむしろ私大進学率が高くなる。これは

一つには所得の高い大都市圏においては、

人|｣が大きいにもかかわらず､国立大学の

収容力が低いことを反｜映している。

いずれにしても、私立大学は、大学進学

機会に選択の幅を与え、とくに大都市部で

の多量の進学要求に応えている｡これに対

して､国立大学は地域あるいは所得の差に

かかわらず、大学への進学機会を全国的

に下支えする役割を果たしているといえよ

う。
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置料出所：図表３－１，３－２は平成８年度学生生活調査から集計。図表３－ｓは学校基本調査ほから椎gｔ
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知臓基轤どしての国立大学-その飛躍のために

政府の高等教育支出は国際水準以下
まず認i識しておかねばならないのは、’'水の政１１]:IIiJi等

教育費支'１}は、ＧＭ〕比にすれば、光進行|'（'''１で雌低

の水準にあるという点である（右区仏

１１本の大学の「」|：効率」が柱々にして批１１されるが、

このような政府又'１１水準にもかかわらず､|iii述のように日

本の｢I訓立大学は､忽述にその学術的なｱｳﾄﾌﾟｯﾄを哨大さ

せ､先進各１１Jの1ｉ鰹入学と卜iを並べる水ｷﾞIIiにilﾐで達して

いる。こうしたA(からみれば、逆にルドの|'《111/:入学の経

済効率↓性は|:１１対的に,１１jいといわねばならない。

学術水準のさらなるＩｉｉｉ度化には、－１Ｆ１の盗川i〔、とくに

資金投入が必喫であり、単なる制度変災のみによって目

先の「効率性」を,｢１１めることば不可能である。
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図表４－１政府の高等教育支出一対ＧＮＰ比率

国立大学の柔軟化は進んでいる

国立大学と社会や企業との関係は、ここ｜･ｲﾄﾞほ

どの間に大きく変化しつつある。

国立大学に対する、企業などからの援りjである

「奨学寄付金」はここ数年、長引く不況の''１で停

滞している（右図)。しかし、政府あるいは企業な

どからの｢委,記(ﾘﾄｸﾞﾋﾞ｣の金額は大きく肱ﾉした。’'１億円
立入り(:が受け入れた溢企の総額は840億''１（､|え

成１０年度）に達しており、私立大学へのそれ（､Iえ

成10年度300億１１１－治療検介費を含む)を大きく

上回っている。

これは企業の、’'1立入学のもつ知的盗源と活ﾉﾉ

に対するﾉﾘ1符の大きさを示すものといえよう。’'４並

大学の側も、企堆や社会と協力し、そのニードに

積極的に応えようとする盗勢が急速に没逃しつつあ

る。

「
Ｊ

ｒ
０
は

る。 図表４－２国立大学への民間からの資金の増加

知的基盤としての国立大学_その飛躍のために■

日本の高等教脊の特徴は、国立と公立、私立の大学

が並存して､それぞれに特質を活かしてきた州〔にある｡そ

の'二|｣で国立大学は、研究ＩｊＭ禿、人材の行成、そして教

育機会の均騨を皿じて、|]イミ社会と経済のｆｌ１的な』鳴樵を

Ｉｉ聯築してきた。’二のデータはそのことを物,祈る。

もちろんそれは国立大学が変化していないということではな

い。’１本の経済と社会の知的｣,|曾総をなすという、まさにそのこ

と｢|体が、’'1立入学が社会の急速な変化に応じ、あるいはそ

れをリードして、Ｉ』1らを大きく変.,１１１Kを遂げていく責務を負ってい

ることを趣lⅡ<する｡そうした｢1党の不足が批判されているとすれ

ば､それを,訓1噸に受け止めることは[卿氏の支持なしには成”:

たないlRl立大学の当然の義務である。グローバル化の''１で、１－１/|ﾐ社会が思い切ったＩ１ｌｆ造改

革に取り組まなければならないことはいうまでもない｡しか

しそれが、平衡感並を欠いたまま、断ﾉｬ的な|弓Ⅱ象にもと

づく性急な制度変災に結びつくのであれば､llflNlx大学が

多額の盗金を受け入れつつ営々として作り上げてきた、

11本の社会と経沸を文える知的茶鴨の喪失をもたらす危

'倹性が大きい。

しかしそうした変紫を進めるためにも、いま必要とされている

のは、｜':Ｍ:入学の現実を冷'IiliにｊＬｌｉｌｉｌ１え、必要な改7ｉｌｆをｲｷ災

に尖行していくことである｡そのためにも|I訓立大学は陸|民のさら

なるJI1Wi1と強Iililな支援を必典としている。そしてそれこそが'１

本のｉＩ:会と経済のもつ口i能性を|)Ｍｊさせる､もっとも確実なjii

であることをIii1iMしたい．

置料出所：図表傘１はＯＥＣＤ、EducationAtaGiance2000・図表４－２は文部科学省しらべ

このパンフレットは各煎のデータをもとに、国立大学協会第８常置委員会が編集したものです。
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